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新日本理化株式会社 京都工場 

 

 

 ＜事業場記載欄＞ 

事業概要 
天然油脂や石油由来の原料から各種添加剤、界面活性剤、合成樹脂原料

等の製造 

さんぱい適正処理 

・ 

３Ｒや環境負荷

の低減 

・ 

プラ資源循環に

関すること 

・2030 年度までに全社で CO2排出量 50％削減（当社 2013年度比）を目

標に掲げ、再生可能エネルギー由来の電力やクレジットでカーボンオ

フセットされたＬＮＧへの切り替え等を進めており、京都工場は既に

切り替えを完了している。 

・ESG事務局の設置、CSR報告書の公開など環境負荷低減を意識した取

り組みを全社で推進している。 

 ＜京都市の講評＞ 

実地調査の結果 

等に関すること 

・電子化推進により紙ごみの削減に努めている。 

・環境マネジメントプログラムを作成し、部署ごとに細かな目標値を定

めて取り組んでいる。 

・環境問題を意識し、通常のものより割高なストレッチフィルム再生ご

み袋を使用している。 

・2050 年カーボンニュートラルに向けて、2030 年度までに 2013 年度比

CO2 排出量 50％削減を目標に掲げ、省エネや再エネの調達などの取組

を積極的に進めている。 

 

認定履歴 R04、05 

所 在 伏見区葭島矢倉町１３ 

業 種 製造業 

規 模 

従業員      ８３人 

敷地面積 ５０，２２４㎡ 

延床面積 １８，０３３㎡ 

新日本理化株式会社 京都工場のページ 

（外部リンク） 

https://www.nj-chem.co.jp/company/overview.php

